
エラーコードEJ16 

★国保連のチェックによるエラー（返戻）とその対応方法★

エラー①：EJ16 受付：請求明細書の上限額管理事業所の「管理結果」と「管理結果額」の関係が不正です

EJ16 受付：請求明細書の上限額管理事業所の「管理結果」と「管理結果額」の関係が不正です.

管理結果１： 

『管理事業所で利用者負担額を充当

したため、他事業所の利用者負担は

発生しない。』 
 

管理結果は１にも関わらず、 

⇒上限管理事業所ではないＢ事業所

の明細書において、利用者負担額が

4,600円となっている。 

利用者負担額は0円が正しい！ 

上限額管理事業所は、事業所Ａが登録されている。 

当該明細書は、上限管理事業所ではない事業所Ｂの請求明細書 



エラーコードＥＪ98

エラー②：　　EＪ98 　※受付：請求明細書の「管理結果」が「１」の場合、「管理結果額」が
　　　　　　　　　　　　　「利用者負担上限月額①」未満の請求はできません。

兄 

弟 

管理結果３： 

『利用者負担額の合算額が、負担上限月額を超過す

るため、下記の通り調整した。』 

⇒管理結果は、１ではなく３が正しい！ 
 

また、自治体助成分請求額が発生する。 

独自助成（仮）を実施後の兄弟２人分の実質的な負担

額合計が4,600円を下回るため、利用者負担額は１割

相当額の3,071円、自治体助成分請求額は767円が正

しい。 

管理結果３： 

『利用者負担額の合算額が、負担上限月額を超過する

ため、下記の通り調整した。』 

⇒管理結果は、１ではなく３が正しい！ 
 

理由：管理結果１は「管理事業所で利用者負担額を充当

した」とあるため、１割相当額未満の金額を利用者負担

額とすることはできない。 
 

また、利用者負担額および自治体助成分請求額が誤り。 

独自助成（仮）を実施後の兄弟２人分の実質的な負担額

合計が4,600円を下回るため、利用者負担額は１割相当

額の1,931円、自治体助成分請求額は482円が正しい。 

（計算シートの結果を参照） 

事業所Ａの請求明細書 

※上限額管理事業所は、事業所Ａ 

事業所Ａの請求明細書 



エラーコードEG05

エラー③：EG05 資格：請求情報の上限額管理事業所番号が受給者台帳の
　　　　　　「利用者負担上限額情報・上限額管理事業所番号」と一致していません

管理事業所を入力して下さい！ 



エラーコードEN21

エラー④：　　EN21 資格：請求額集計欄の「利用者負担額②」が「１割相当額」、または
              　受給者台帳の給付費等の額の特例情報「市町村が定める額」と一致していません。

1割相当額が4,600円に達していないに

も関わらず、利用者負担額を4,600円と

している。 
 

⇒正しい額は１割相当額である3,095円

とし、他の兄弟児において残りの負担額

を請求するのが正しい。 


